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東京物理学校を創設した志士たち
日本で初めての理学を教授する私立夜学校
は，東京大学理学部仏語物理学科に在籍した
学生たちの手によって創設された。
従来の東京開成学校仏語物理学科が改組さ
れ，1877（明治10）年に発足した東京大学理
学部仏語物理学科には，22人の学生が修習し
ていた。同学科は1878年から３年間に20人の
卒業生を出して，1880年７月に廃止された。
卒業生には本邦初の理学士の肩書を授与され
たが，そのうち，塩田仁松は肺結核により早
逝した。したがって，学校創設に参集したの
は退学者２人を含む21人であった。
東京大学で学んだ者たちは，重力，電気，
熱学，光学，数学等の知識が，日本国家の近
代化に不可欠なものであると看破していた。
高度な教育を施された彼らが，国の恩に報い
るため，理学普及に貢献したいと意気込むの
は，ごく自然な成り行きであった。
しかし，物理学を教えるには，あらゆる実
験器機が必要であった。器機は高価なものが
多く，これらを確保する方法についての審議
を重ねたが，結論を見出すことはできなかっ
た。彼らは代案として，街頭演説会を開催
し，物理学だけでなく理学という学問の重要
性と必要性を宣伝するということを思いつい
た。
実験器機を東大から借りる
ところが，この頃，国民が平等に政治に参
加する権利を訴える自由民権運動が広く盛ん
になっていた。明治政府は，1880年４月に運
動の弾圧を目的とする集会条例を制定した。
この法律の第７条に，政治に関する事項を講
談論議する集会に官立，公立，私立学校の教
員は臨席することを禁止する定めがあり，理
学士たちが集まるだけでも，当局から疑いの
目で見られることは想像するに難
かた
くなかっ
た。
文部省では，学術を教授するためには学校
を創ることが合法的な唯一の道であるとの見
解を示していた。桜井房記たち有志も，学校
の創設を前向きに考え始めたが，実験器機を
いかなる手立てで調達するかという難題が未
だ解決されていなかった。使いたい器機類
は，すべて東京大学に所蔵されていることは
誰もが分かっていた。とはいえ，国が管理す
るものを民間に貸し出すことがあろうはずも
ないと，彼らの議論は再び暗礁に乗り上げた。
こうした中で救いの手を差し伸べようとす
る者が現れた。東京大学理学部教授の山川健
次郎である。かねてから山川は，仏語物理学
科の卒業生たちの活動に強く理解を示してい
た。桜井たち有志は意を決して，恩師である
山川に東京大学の実験器機の貸し出しを願い
出た。山川は教え子たちの熱意に心を動かさ
れ，彼の上司に当たる綜理の加藤弘之に，事
情を説明して許可が下りるよう相談すると約
束した。
1881年３月，東京大学は器機貸付規則を制
定した。最初の条文には，「理学士にして10
人以上結社して学校を創設せんとする者は，
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願により理学器機の貸付を
許すことあるべし」と定め
られていた。理学士の肩書
を有するものは東京大学理
学部仏語物理学科の卒業者
だけであり，規則は私立夜
学校を創設しようとしてい
た人々を対象に制定された
ものに相違なかった。桜井
たち有志の一縷の望みを託
された山川は，見事に期待
に応えたのである。
当時の日本は，法律関係
の実務者育成に関するこ
と，および外国語を修得することが学問の主
流をなしていた。法文系の学校は教材を整え
ることが比較的容易で，教員や生徒も集まり
やすいため数多く設立されたが，その中にあ
って理学に授業内容を絞った私立夜学校の設
立計画は，非常に画期的なものであった。
新聞広告で開校を告知
1881年６月13日，桜井たち有志は，郵便報
知新聞に東京物理学講習所の設立広告を掲載
した。郵便報知新聞は，1872年６月10日に，
当時，駅
えき
逓
ていのかみ
頭の職にあった前島密
ひそか
によって発
刊された。
草創期は，官庁の公示事項と報道が主な記
事であり，かつて幕臣で親仏派だった栗本鋤
じょ
雲
うん
が編集主任であった。しかし，民選議院設
立の建白書が提出された1874年頃から論調が
次第に反政府の色彩を帯びるようになり，前
島が大隈重信率いる立憲改進党に参加すると
同党の機関紙となった。東京物理学講習所が
郵便報知新聞のような政論紙に設立広告を掲
載したのは，新聞を購読する知識階級に狙い
を定めたためであろう。後年，郵便報知新聞
には東京専門学校（現早稲田大学），英吉利法
律学校（現中央大学）が設立広告を掲載して
いる。
21人の有志のうち，寺尾壽，難波正は留学
中で，中村恭平は長崎に赴任中であったた
め，実際に東京にいた18人が設立広告に名を
連ねた。
同年９月，東京物理学講習所は校主・桜井
房記の名義で，東京府知事に私立夜学校設立
御届を提出した。講習所は，当初から校務・
運営を設立発起人の合議制で行う方針であっ
たため，校主はあくまで届出上の役職であっ
た。桜井は東京大学理学部仏語物理学科の第
一期生であったことから代表に推されたので
あろう。まもなく彼は留学が決まり，新たに
東京大学予備門の教諭兼幹事を務めていた谷
田部梅吉が，所長として対外的な窓口役を担
った。
東京府知事に提出した「東京物理学講習所
規則」では，設立目的としてもっぱら物理学
を広く教えると定めてあるが，物理学を身に
つけるために必要な算術，代数，幾何の三教
科を教授することも記載した。
開校時の授業料は，物理学全科の修得を希
望する場合は１ヵ月40銭，数理学全科の修得
を希望する場合は同30銭，両方の修得を希望
する場合は同60銭であった。当時の物価を見
ると，うな重が20銭，小学校教員の初任給が
５円，東京大学の年間授業料が25円であっ
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た。講習所で１年間，物理学および数理学全
科を学ぼうとすると，授業料は７円20銭とな
るが，東京大学と比べるとかなり割安であ
る。理学の修得を志す者たちの門戸を開くた
め，低廉な授業料で運営しようと考えたので
あろう。
また同規則では，教室の賃貸料，実験器機
運搬料，学校経営上の諸経費に関して，すべ
て生徒から徴収した授業料で賄い，資金に不
足した場合は，教員一同が拠出することで補
充し，残金が生じた場合は積み立てて，実験
器機類，書籍等を購入する資金とするとして
あった。そして，教員はすべて給料を受けざ
るものと定められていた。これらの条款か
ら，東京物理学講習所が理学普及をめざそう
とする奉仕の志から生まれた，斬新な学校で
あることが明らかであった。
1881年９月11日，東京物理学講習所は東京
府麹町区飯田町四丁目一番地の稚
わかまつ
松小学校の
教室を借りて開所した。開所式には創設者の
師であり，東京大学理学部教授の山川健次郎
が来賓として祝辞を述べたが，その内容は，
生徒に対するよりも創設者たちへの激励に聞
こえた。
毎日借り出された実験器機
講習所の最初の生徒は20人ほどであった。
実験器機は神田区一ツ橋にあった東京大学理
学部物理学科から毎日借り出された。豪雨の
日も降雪の日も，夕方になると車夫の格好を
した２人の男が東京大学を訪れ，指示された
器機を借り出して天秤で担いだり，戸板に乗
せたりして講習所まで運んだ。授業が終了す
ると，その日のうちに返却した。
学科の分担については，１教科を３人で順
繰りに教えることとした。そのため自分が授
業を行うには，担当時間外の授業も聞いてお
かなければならず，教師たちは毎晩，講習所
に詰めて指導案を練った。彼らは皆，昼間は
教育・研究機関で重責を担っており，明治初
期の有能者たちは１日中，１年中，とても忙
しかったのである。
講習所が授業に使用した校舎は小学校で，
教室の机・椅子は子供向けで小さく，生徒に
はとても不便だった。そのため開所して１ヵ
月後の10月19日付けで神田区錦町の大蔵省官
吏の簿記講習所の建物の一部を借りて移り，
さらに翌1882年に本郷区元町二丁目の進文学
舎を借りて転居した。
進文学舎は，東京大学予備門の教則に倣い
教授する英学科の他，漢学科，夜漢学科，邦
語数学科があり，坪内逍遥が英語で講義を行
い，正岡子規が学んだ学校であった。しか
し，この校舎は畳敷きであり，教師は立って
講義を行い，生徒は座って講義を聴くことに
なり，良好な学習環境とは言い難かった。そ
こで谷田部所長たちは資金を持ち寄って，同
年11月に神田区今川小路三丁目九番地の土地
に自前の教室を建てることにした。
今川小路の土地の所有者は，志摩万次郎で
あった。志摩は利根運河株式会社の２代目社
長に就任し，利根運河を開削した人物であ
る。利根運河は1890年に完成したが，後に東
京理科大学が利根運河沿いの千葉県野田市の
土地を買収し，野田キャンパスを創ることに
なるとは，谷田部所長たちには思いもよらな
かったであろう。
講習所は，入学試験を行わず門戸を広く開
放したが，教育の方針として一定の点数を超
えない生徒には次の課程に進むことを認めな
いと決めていた。入学はできても卒業は困難
という「物理学校の伝統」は開所当初から芽
生えていた。
しかし，教師たちの思いとは裏腹にフラン
ス語の物理学を日本語で教授する方法がまだ
確立されていなかったため，難解な授業が理
解できず講習所に来なくなる者が続出し，20
人いた生徒がたった１人になってしまったこ
ともあった。
このため，生徒の授業料収入だけでは学校
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経営が成り立たず，教師が本職
の給料を持ち寄って補てんする
状態が続き，講習所は廃校の瀬
戸際に追い込まれた。こうした
中，谷田部所長たちは，初志貫
徹の決意を胸に忍苦の日々を送
っていた。
寺尾の帰国からの物理学校
1883年，寺尾壽が留学から帰
国し，同年３月に東京大学理学
部数学科講師に任命された。寺
尾が教える数学はフランス式で
あり，理論算術を啓蒙させた。
東京大学では最小二乗法も講じ
たが，これは当時としては，日
本で唯一の確率論の講義であっ
た。
さらに寺尾は翌年６月に28歳で教授に昇格
し，１歳年上の山川健次郎とともに日本の物
理学界の指導的立場となった。谷田部所長た
ちは寺尾の業績と人格に深く敬意を払い全幅
の信頼を寄せたことから，東京物理学講習所
の主宰は，フランス帰りの寺尾に移っていっ
た。
1883年９月，東京物理学講習所は東京物理
学校と改称し，すでに指導的立場にあった寺
尾壽を初代校長に選出した。
この年には入学者が40人と増加し，学校経
営も軌道に乗りつつあった矢先の1884年９月
15日，日本全土を襲った台風により今川小路
の校舎はあえなく全壊し，またしても存続の
危機が訪れた。寺尾校長たちは，日本全国か
ら集まってくる理学の勉学の熱意に燃える若
者たちの志を挫折させてはならないと，急ぎ
代替の場所を探したところ，共立統計学校長
の鳥尾小弥太子爵（太政官統計院長）から校
舎共同利用の提案があり，寺尾東京物理学校
長と鳥尾統計学校長の連名により東京府知事
あてに移転を届け出て，同年10月に授業を再
開することができた。学士である寺尾が持つ
幅広い人脈と人徳とが，鳥尾の計らいを引き
出したものと推察できよう。
共立統計学校は，1883年９月に太政官統計
院の杉亨二たちが，統計専門家の養成のため
麹町区九段坂下牛ガ淵の陸軍用地に設立した
学校で，1886年に第１回の卒業生36人と修学
証明者27人を出し，わずか３年で閉校となっ
た。牛ガ淵は，かつて幕府の洋学所が建てら
れた場所であり，1885年には，この地に木村
熊二による明治女学校も設立され，軍事およ
び教育の拠点となっていた。統計学を理解す
るには数学の知識が必要であり，偶然にも同
じ校舎で昼間は共立統計学校の生徒，夜間は
東京物理学校の生徒が数学を学ぶこととなっ
た。
1885年２月，東京物理学校は初めての卒業
者を世に送り出した。数学科の波
は
木
き い
井九
くじゅうろう
十郎
（1867～1919）である。波木井は官立第二高
等学校の数学の教授になった後，仙台に開設
された第三臨時教員養成所で数学教員の養成
に当たり，文部省視学委員を経て広島高等師
範学校教授となった。現在の日本数学教育学
今川小路への校舎移転願と谷田部所長　東京都公文書館所蔵
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会の前身である日本中等教育数学会の設立者
の１人であったが，会の創設を待たず逝去し
た。寺尾校長たちの粘り強い努力がようやく
報われることとなった。
維持会の創設と厳しい会則
1885年９月，東京物理学校と改称されてか
ら２年が経過した。寺尾校長は，東京物理学
校を維持し，自分たちの理念に基づく理学教
育が未来永劫継続するよう，同志で同盟を結
成して同盟規則を策定したいとの提案を行
い，全員が異議なく賛成した。
彼らが誓約した「東京物理学校維持同盟規
則」の第２条で，維持同盟者には30円の寄付
が義務付けられた。これには分割払いを認め
ているものの，毎月１円以上の支払いを義務
付けた。寄付金30円は，当時の東京大学の年
間授業料に５円を上乗せした金額であり，ま
た小学校教員初任給の半年分に相当した。現
在，東京大学の年間授業料は50万円を超え，
小学校教員の初任給は20万円を優に超えてい
る。寺尾たちは奇しくも，現行の「東京理科
大学維持会会則」に定める「終身会員」に適
合する金額を一度に醵
きょ
金
きん
して，困難な時局を
乗り切ろうと思い至ったのである。
維持同盟者には他にも厳し
い責務が課せられた。第３条
では，在京していない者およ
び学校の都合，もしくは事故
により休講する場合に，講義
１回につき25銭を罰金として
支払わせた。第４条では，在
京できない者には，寄付金30
円と第３条の罰金と合わせて
毎月２円以上を学校に送金す
ることを義務付けた。
寄付金を出して維持同盟の
結成に参加した同志は16人に
上った。残り５人のうち，澤
野忠基，豊田周衛は肺結核で
すでに亡く，赤木周行，加瀬代助は理学士の
肩書きを取得できなかったため辞退し，小林
有也は長野県の中学校校長として赴任してお
り，経済的な理由で参加しなかった。校長の
寺尾壽，幹事の難波正，主計の谷田部梅吉の
３人は，東京物理学校維持同盟の結成を東京
大学理学部教授の山川健次郎に報告した。山
川は，側面からできる限りの援助を行う考え
であることを寺尾らに表明した。
２人目の卒業者と夏目漱石
1886年，東京物理学校から２人目の卒業者
が巣立っていった。中堀貞五郎（1857～
1947）である。ここからは，中堀の遠戚であ
られる薬学部16期生の河部秀男氏による「黎
明期の物理学校，松山中学と小説 “坊っちゃ
ん”」についての論文および関係史料に，お
力添えをいただいて話を進めたい。
愛媛県で小学校の訓導（教諭）となってい
た中堀は，1884年に27歳で上京し，物理学校
に入学した。東京では，昼間に小学校の訓導
として働きながら，夜間は物理学校で厳しい
指導の下に専心勉励した。彼は卒業すると同
時期に中学校の教員免許状を取得して，郷里
に近い愛媛県松山の伊豫尋常中学校（後に愛
共立統計学校の校舎への移転願と寺尾校長（寺尾寿
・
と署名）
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媛県松山中学校。現在の愛媛県立松山東高等学
校）に物理の教員として着任した。
中堀の在勤中に，東京から新しい英語の教
員が赴任してきた。文士として世に出る前の
夏目金之助（以下「漱石」）である。漱石は，
1895年４月から１年間，伊豫尋常中学校で教
鞭を取り，翌年に熊本県の第五高等学校に転
任した。松山では，中堀とともに生徒を指導
する傍ら，俳人正岡子規と旧交を温めるな
ど，充実した日を送った。一方，中堀は，
1889年に正岡子規の妹律と結婚したがすぐに
離婚し，翌年に先輩教師の娘の太田律と再婚
し，漱石赴任時には幸福な家庭を築いてい
た。
漱石は，伊豫尋常中学校の在任中の体験等
を基にして書き上げた小説『坊っちゃん』を
1906年に発表した。『坊っちゃん』は，漱石
を流行作家の地位へと押し上げただけでな
く，芝居，漫画等の題材に使われ，今日まで
読み継がれる大人気小説となった。
『坊っちゃん』の登場人物には，実在者が
いるという研究が数多く発表されている。漱
石の同僚であった中堀は，おとなしい性格
で，東京の小学校訓導時代に付けられた綽名
が唐
とう
茄
な す
子であったことから，うらなりの唐茄
子ばかりを食べ過ぎて顔が蒼くふくれた人を
示す「うらなり」のモデルではないかとも言
われている。このように，東京物理学校の２
人目の卒業者は，漱石と非常に深い関わりを
持つ人物であった。
充実の時代を迎える物理学校
ところで，中堀の卒業について，「東京物
理学校五十年小史」には，明治19年に理化学
科卒業と掲載されているが，本人の履歴書に
よると，「明治17年９月ヨリ同18年７月マデ
東京物理学校ニ於テ物理学化学天文学算術代
数学幾何学及三角法修業」し，「明治18年９
月ヨリ同20年６月マデ東京物理学校ニ於テ二
年理学科物理学化学専科」にて学び，「明治
20年10月１日東京物理学校ニ於テ物理学化学
専科卒業證書ヲ享受ス」とあり，双方に齟齬
をきたしている。
東京物理学校は，1885年に規則を改正し，
修業年限を２ヵ年と定めた。中堀は，規則改
正前の明治17年に入学して理学を一通り修め
た後，改めて２ヵ年の課程に進学したという
ことが推測できようか。
彼の入学時の東京物理学校は，共立統計学
校の校舎を利用していたが，1886年９月に神
田区駿河台鈴木町十三番地の成立学舎に移転
（東京府知事あて願出は10月27日付）すると，
さらに同年11月には，神田区小川町一番地の
仏文会校舎を借用して授業が行われた。彼
は，東京物理学校の紆余曲折の時代に勉強に
励んだ生徒であった。中堀の卒業判定は，東
京物理学校が校舎移転や規則改正の過渡期に
行われたものであり，仮に卒業時期に多少の
前後があったとしても，それは在学時の中堀
が異彩を放つ俊才であったが故に発生した事
象であると好意的に解釈したい。
神田区の小川町校舎から神楽坂へ移転する
20年の間に，小説『坊っちゃん』の主人公が
卒業している。現在，東京都公文書館には，
この時代の東京府の小学校教員免許状授与者
の履歴書が保存されている。閲覧すると，
「東京物理学校ニ入学目下通学中」と書いて
あるが，その後，卒業できなかったという者
を何人も見つけることができる。卒業か否か
は問題視されていないのである。この事実
は，東京物理学校に在学しただけで履歴書上
の学歴として十分通用し，世間からも精鋭と
して認められたことを物語っている。卒業す
ることができた波木井，中堀や「坊っちゃ
ん」の主人公「おれ」に対する評価の高さは
いかばかりであっただろうか。
創設者21人が資金を持ち寄って築き上げた
東京物理学校は，幾多の苦難を乗り越えて，
小川町校舎で充実の時代を迎えることになる
のである。
